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(57)【要約】
本発明は、自動内視鏡漏水検査装置及び検査方法に関す
る。内視鏡は、様々な内視鏡の種類に応じた固有識別情
報を有するＲＦＩＤタグを含み、自動内視鏡漏水検査装
置は、ＲＦＩＤタグから内視鏡の固有識別情報を判読す
るＲＦＩＤモジュールを含む。自動内視鏡漏水検査装置
は、様々な内視鏡の種類に応じた固有識別情報を管理し
、ＲＦコミュニケーションネットワークを用いて内視鏡
の固有識別情報を判読し、判読された固有識別情報に対
応する一つの内視鏡情報を選択し、内視鏡の漏水検査を
自動的に処理する。本発明によれば、ＲＦコミュニケー
ションネットワークを用いて様々な内視鏡の種類に応じ
たデータを管理することにより、内視鏡の漏水検査を容
易にすることができ、漏水検査の正確性を向上させるこ
とができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動内視鏡漏水検査装置において、
　内部管路を有する内視鏡に具備され、前記内視鏡に対する固有識別情報を有するＲＦＩ
Ｄタグと、
　前記ＲＦＩＤタグから漏水検査する前記内視鏡に対する前記固有識別情報を判読するＲ
ＦＩＤモジュールと、
　前記内視鏡の内部管路に所定圧力のエアを供給するエア供給部と、前記内視鏡の内部管
路で圧力変化を測定する圧力センサ及び前記内視鏡の内部管路で安定的な加圧を保持させ
るリリーフバルブを含み、前記内視鏡の内部管路に設定された加圧圧力でエアを所定時間
の間に供給し、圧力変化を感知する検査モジュールと、
　内部に様々な種類の前記内視鏡に対応する複数の内視鏡情報を設定、保存し、前記ＲＦ
ＩＤモジュールが前記ＲＦＩＤタグから前記固有識別情報を判読するように制御し、前記
ＲＦＩＤモジュールで判読された前記固有識別情報に対応する内視鏡情報を利用して前記
内視鏡の種類別によって加圧圧力、加圧時間、容積値及び安定化時間を設定して前記内視
鏡の内部に形成された内部管路に所定圧力のエアを供給し、これを通じて前記内視鏡の内
部の圧力変化をモニタリングして前記内視鏡の内部管路の漏水を自動的に検査するように
前記検査モジュールを制御し、そして前記検査モジュールから感知された圧力変化に対応
して前記内視鏡の漏水検査状態を判別するコントローラと、を含むことを特徴とする自動
内視鏡漏水検査装置。
【請求項２】
　前記自動内視鏡漏水検査装置は、前記コントローラから判別された前記内視鏡の漏水検
査状態を表示する表示部を更に具備することを特徴とする請求項１に記載の自動内視鏡漏
水検査装置。
【請求項３】
　前記コントローラは、漏水検査する前記内視鏡に対する前記内視鏡情報を手動で選択す
ることを特徴とする請求項１に記載の自動内視鏡漏水検査装置。
【請求項４】
　固有識別情報を含むＲＦＩＤタグを具備する内視鏡の漏水検査を自動的に処理する自動
内視鏡漏水検査装置の検査方法において、
　前記自動内視鏡漏水検査装置に様々な種類による複数の内視鏡それぞれに対する内視鏡
情報を設定保存するステップと、
　一つの内視鏡が前記自動内視鏡漏水検査装置に装着されると、装着された内視鏡を自動
モード又は手動モードで漏水検査をするか否かの検査モードを選択するステップと、
　前記検査モードが自動モードに選択されると、前記自動内視鏡漏水検査装置のＲＦＩＤ
モジュールを利用して装着された前記内視鏡の前記ＲＦＩＤタグを判読するステップと、
　前記ＲＦＩＤタグから判読された固有識別情報に対応する前記内視鏡情報を自動的に選
択するステップと、
　自動的に前記内視鏡情報が選択されると、前記内視鏡情報に対応して前記内視鏡の種類
別によって加圧圧力、加圧時間、容積値及び安定化時間を設定して前記内視鏡の内部管路
にエアを加圧して自動漏水検査を実施するステップと、を含むことを特徴とする自動内視
鏡漏水検査装置の検査方法。
【請求項５】
　前記検査方法は、
　前記検査モードが手動モードに選択されると、漏水検査する内視鏡の種類を手動で選択
し、選択された内視鏡の種類に対応する前記内視鏡情報を自動的に選択することを特徴と
する請求項４に記載の自動内視鏡漏水検査装置の検査方法。
【請求項６】
　前記検査方法は、
　実施された漏水検査の結果を表示するステップを更に含むことを特徴とする請求項５に
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記載の自動内視鏡漏水検査装置の検査方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡漏水検査装置に関し、より具体的には、様々な内視鏡に対して、種類
別で内視鏡情報を管理し、ＲＦネットワークを利用して内視鏡の固有の識別情報を判読し
て、判読された固有識別情報に対応する一つの内視鏡情報を選択して、内視鏡の漏水検査
を自動的に処理するための自動内視鏡漏水検査装置及び検査方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、検査、手術、又は直接肉眼で確認できない体内の臓器、例えば、気管支、食
道、胃、心臓及び大腸等に対して、臓器の内部に機械を挿入して観察する装置である。内
視鏡は、例えば、製造会社別、用途別、大きさ別等様々な種類のものが具備されている。
内視鏡には、ＣＣＤセンサ等の小型カメラを利用して臓器を観察する。例えば、内視鏡に
は、体内に挿入される一端にスコープユニットが具備される。スコープユニットには、映
像を獲得するためのＣＣＤカメラ、ＣＣＤカメラの動きを駆動するアングル（ａｎｇｌｅ
）部及び被写体に光を照射する光源等が含まれる。
【０００３】
　このため、内視鏡は、薬液又はガス等を注ぎ入れる多数の管路が具備される。また、内
視鏡には、小型カメラの動きを制御したり、光を照射するための多数のケーブルが挿入さ
れる管路が具備される。
【０００４】
　このような内視鏡は、施術の前に管路の損傷有無を検査する手続きが必須となる。管路
のいずれかの部分が損傷すると、スコープユニットが管路に供給される薬液又はガスに露
出される事態が発生することがあり、この場合には、内視鏡の故障原因になるだけでなく
、内視鏡全体を廃棄しなければならないという致命的な問題となるので、施術の前の漏水
検査が必須となる。
【０００５】
　第一線病院では、一般的に、内視鏡を施術に使う前に、内視鏡を洗浄する内視鏡洗浄機
を利用して、内視鏡の漏水検査を実施し、異常がなければ内視鏡を施術に用いる。また、
内視鏡は、施術後必ず漏水検査を行い、異常がなければ洗浄及び消毒を実施しなければな
らない。これは、内視鏡が漏水される状態で施術、洗浄及び消毒をすれば、漏水によって
内視鏡の内部に水や粘液が染み込んで内視鏡内の様々な電子装置、例えば、ＣＣＤカメラ
、角度調節装置及び照明装置等の故障原因になるからである。
【０００６】
　しかしながら、従来の内視鏡漏水検査装置は、検査時間が非常に長く、漏水の位置を感
知し難いだけでなく、高度の熟練された技能が必要になるので、検査の信頼性を維持する
ことが容易でないという問題があった。
【０００７】
　このような問題点を解決するものとして、本出願人によって特許登録された韓国登録特
許第１０－１０５２８９３号公報（公告日２０１１年７月２９日、下記特許文献１）に開
示された「内視鏡漏水検査装置及びこれを利用した漏水検査方法」がある。この内視鏡漏
水検査装置は、コネクタを利用して内視鏡に装着され、自動的に短い時間内に簡便で且つ
正確に内視鏡の漏水の異常有無を検査することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国登録特許第１０－１０５２８９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　しかしながら、この内視鏡漏水検査装置は、様々な種類の内視鏡で管理できるように対
応していないので、内視鏡の種類別に正確な漏水検査が難しい。すなわち、内視鏡は、製
造会社や用途等によってその内部管路の大きさや長さ、太さ等が多様なので、内視鏡の漏
水検査のとき、検査条件が相違しており、検査条件を逐次設定して検査しなければならず
、それにより正確な検査を簡便に行うことが難しくなる。
【００１０】
　本発明は、様々な内視鏡の種類に応じた漏水検査を容易にするための自動内視鏡漏水検
査装置及び検査方法を提供することを目的とする。また、本発明は、内視鏡と無線通信と
を利用して内視鏡の種類を自動的に認識し、それによって正確な漏水状態を自動的に検査
する自動内視鏡漏水検査装置及び検査方法を提供することを目的とする。更に、本発明は
、様々な内視鏡の種類に対応して装着及び携帯が容易で、操作が簡便な自動内視鏡漏水検
査装置及び検査方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための、本発明の自動内視鏡漏水検査装置は、様々な内視鏡の種類
別でデータを管理することをその特徴とする。このような自動内視鏡漏水検査装置は装着
された内視鏡を、無線通信を通じて自動的に認識し、漏水検査を自動的に処理することが
できる。
【００１２】
　このような特徴を持つ本発明の自動内視鏡漏水検査装置は、内部管路を有する内視鏡に
具備されて、上記内視鏡に対する固有識別情報を有するＲＦＩＤタグと、上記ＲＦＩＤタ
グから漏水検査する上記内視鏡に対する上記固有識別情報を判読するＲＦＩＤモジュール
と、上記内視鏡の内部管路に設定された加圧圧力でエアを所定時間の間に供給し、圧力変
化を感知する検査モジュールと、内部に様々な種類の上記内視鏡に対応する複数の内視鏡
情報を設定、保存して、上記ＲＦＩＤモジュールが上記ＲＦＩＤタグから上記固有識別情
報を判読するように制御し、上記ＲＦＩＤモジュールで判読された上記固有識別情報に対
応する内視鏡情報を利用して上記内視鏡の内部管路の漏水を自動検査するように上記検査
モジュールを制御し、そして上記検査モジュールから感知された圧力変化に対応して上記
内視鏡の漏水検査状態を判別するコントローラと、を含む。
【００１３】
　この特徴を有する一実施例において、上記自動内視鏡漏水検査装置は、上記コントロー
ラから判別された上記内視鏡の漏水検査状態を表示する表示部を更に具備する。
【００１４】
　他の実施例において、上記検査モジュールは、上記内視鏡の内部管路に所定圧力のエア
を供給するエア供給部と、上記内視鏡の内部管路で圧力変化を測定する圧力センサと、上
記内視鏡の内部管路に安定的な加圧を保持させるリリーフバルブと、を含む。
【００１５】
　また、他の実施例において、上記コントローラは、漏水検査する上記内視鏡に対する上
記内視鏡情報を手動で選択する。
【００１６】
　本発明の他の特徴によれば、固有識別情報を含むＲＦＩＤタグを具備する内視鏡の漏水
検査を自動で処理する自動内視鏡漏水検査装置の検査方法が提供される。
【００１７】
　この特徴を有する自動内視鏡漏水検査装置の検査方法は、上記自動内視鏡漏水検査装置
に様々な種類による複数の内視鏡それぞれに対する内視鏡情報を設定保存するステップと
、一つの内視鏡が上記自動内視鏡漏水検査装置に装着されれば、装着された内視鏡を自動
モード又は手動モードで漏水検査を行うか否かの検査モードを選択するステップと、上記
検査モードが自動モードに選択されれば、上記自動内視鏡漏水検査装置のＲＦＩＤモジュ
ールを利用して装着された内視鏡の上記ＲＦＩＤタグを判読するステップと、上記ＲＦＩ
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Ｄタグから判読された固有識別情報に対応する上記内視鏡情報を自動的に選択するステッ
プと、自動的に上記内視鏡情報が選択されれば、上記内視鏡情報に対応して内視鏡の内部
管路でエアを加圧して自動漏水検査を実施するステップと、を含む。
【００１８】
　この特徴を有する一実施例において、上記内視鏡情報は内視鏡の種類、製造会社、シリ
アル番号、加圧圧力、加圧時間、安定化時間、容積値及び基準圧力を少なくとも含む。
他の実施例において、上記検査方法は上記検査モードが手動モードに選択されれば、漏水
検査する内視鏡の種類を手動で選択し、選択された内視鏡の種類に対応する上記内視鏡情
報を自動選択する。
【００１９】
　また他の実施例において、上記検査方法は実施された漏水検査の結果を表示するステッ
プを更に含む。
【発明の效果】
【００２０】
　上述したように、本発明の自動内視鏡漏水検査装置は、様々な内視鏡の種類別でデータ
を管理することにより、内視鏡の漏水検査を容易にすることができ、漏水検査の正確性を
向上させることができる。
【００２１】
　また、本発明の自動内視鏡漏水検査装置は、無線ネットワークを利用して漏水検査する
内視鏡の固有識別情報を判読して、判読された内視鏡の固有識別情報に対応する一つの内
視鏡情報を利用することにより、様々な内視鏡の種類別で自動的に漏水検査を処理するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による自動内視鏡漏水検査装置の連結の構成を示した斜視図。
【図２】図１に示された自動内視鏡漏水検査装置の構成を示すブロック図。
【図３】図２に示されたメモリに設定保存された内視鏡情報の構成を示す図。
【図４】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図５】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図６】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図７】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図８】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図９】図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と検査結果を示す図。
【図１０】本発明による自動内視鏡漏水検査装置の検査手順を示したフローを示す図。
【図１１】図１０に示された自動漏水検査手順を示したフローを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施例は、様々な形態に変形することができ、本発明の範囲が、以下に記述す
る実施例によって限定されるように解釈されるべきではない。本実施例は、本発明が属す
る技術分野において平均的な知識を有する者により、本発明を完全に説明するために提供
されるものである。従って、図面における構成要素の形状等は、説明の明確さをより強調
するために誇張されたものを含む。
【００２４】
　以下、添付された図１～図１１を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【００２５】
　まず、本発明は、本出願人によって特許登録された韓国登録特許第１０－１０５２８９
３号公報（公告日２０１１年７月２９日）で開示された「内視鏡漏水検査装置及びこれを
利用した漏水検査方法」において、内視鏡の種類別でデータを管理し、それによって内視
鏡の漏水検査を自動的に処理するための改良発明に関するものである。従って、ここでは
特許登録された内視鏡漏水検査装置の構成及び作用に基づいて、本発明の自動内視鏡漏水
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検査装置の改良発明された技術的事項に重点を置き、詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の実施例における内視鏡に装着された自動内視鏡漏水検査装置の構成を
示した斜視図である。
【００２７】
　図１に参照されるように、本発明の自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０の漏
水状態を自動的に検査するために、内視鏡１０に装着され、装着された内視鏡１０と無線
ネットワークを通じて内視鏡１０の固有識別情報を認識し、これを通じて内視鏡１０に対
応する固有識別情報によって設定された内視鏡情報を利用して自動的に漏水状態を検査す
る。
【００２８】
　このような本発明の自動内視鏡漏水検査装置１００は、例えば、エアを内視鏡情報に設
定された所定圧力で供給、加圧して、内視鏡１０の内部管路の漏水状態を乾式漏出試験方
式で検査することにより、内視鏡１０の漏水状態を自動的に検査する。
【００２９】
　このために、内視鏡１０は、自動内視鏡漏水検査装置１００に自己に対する固有識別情
報、すなわち、ＲＦＩＤ情報（例えば、シリアル番号等）を提供するＲＦＩＤタグ３０を
具備する。また、自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０に装着されれば、ＲＦＩ
Ｄタグ３０から装着された内視鏡３０に対する固有識別情報を判読するＲＦＩＤモジュー
ル１９２（図２参照）を具備する。
【００３０】
　従って、本発明の自動内視鏡漏水検査装置１００は、ＲＦＩＤタグ３０から判読された
内視鏡１０の固有識別情報に対応して、内部に内視鏡１０の様々な種類別で設定保存され
る内視鏡情報を利用し、内視鏡１０の種類別によって設定された最適な検査条件、例えば
、加圧圧力、加圧時間、容積値及び安定化時間等で内視鏡１０の漏水検査を自動的に処理
する。
【００３１】
　具体的には、この実施例の内視鏡１０は、製造会社や用途等によって内部管路が互いに
異なる長さ及び／又は太さ等その大きさが多様な種類のものを具備することができる。従
って、内視鏡１０は、内部管路が互いに異なる容積値を有する。このような内視鏡１０は
、例えば、検査用と手術用とに区分され、胃（ｇａｓｔｒｏ）内視鏡、大腸（ｃｏｌｏｎ
ｏ）内視鏡、気管支（ｂｒｏｎｃｈｏ）内視鏡、ＥＲＣＰ（ＥｎｄｏｓｃｏｐｉｃＲｅｔ
ｒｏｇｒａｄｅ　Ｃｈｏｌａｎｇｉｏ－Ｐａｎｃｒｅａｔｏｓｃｏｐｙ）内視鏡及び、超
音波内視鏡等を含む。このような内視鏡１０は、図１に示すように、内部管路の大きさが
相違するだけで、大体類似する構成及び構造を有する。
【００３２】
　すなわち、この実施例の内視鏡１０は、挿入部１４と、操作部１２と、ユニバーザルケ
ーブル１８と、コネクタ部２０と、を含む。また、内視鏡１０は、自己に対する固有識別
情報、例えば、製造会社、用途等によって相違するシリアル番号を含むＲＦＩＤタグ（図
２参照）３０を具備する。
【００３３】
　挿入部１４は、体腔内に挿入されるように、細く長く形成される。挿入部１４の先端に
は、ＣＣＤセンサ等の小型カメラが含まれたスコープユニット１６が具備される。このよ
うな内視鏡１０は、図１に示したものと同一か、大体類似する形態として提供されている
。従って、ここでは内視鏡１０に対する具体的な説明を省略する。また、内視鏡１０は、
例えば、オリンパスメディカルシステムズ社、富士フイルム社、ペンタックス社等のよう
に、様々な製造会社及びモデルの種類によって相違する構成を有することもあるが、本発
明の自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０の内部管路に直接又は間接に連結して
漏水発生有無を自動的に検査することができる。
【００３４】
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　操作部１２は、挿入部１４の後端側には連結され、挿入部１４を施術者によって組職を
検査又は採取することができるように、複数の方向に回転屈曲されるように調節する。ユ
ニバーザルケーブル１８は、操作部１２から延長突出され、端部にコネクタ部２０が配置
される。また、コネクタ部２０には、送気送水連結ポート２２が具備され、例えば、送気
送水装置、光源装置及び信号処理装置等を含む周辺装置（図示しない）と連結される。コ
ネクタ部２０は、周辺装置と連結されて、光を照射するか、映像信号等を処理するように
具備される。また、コネクタ部２０は、送気送水連結ポート２２を通じて自動内視鏡漏水
検査装置１００と連結される。
【００３５】
　本発明の自動内視鏡漏水検査装置１００は、自動内視鏡漏水検査のための携帯用装置で
あり、内視鏡１０のコネクタ部２０に装着され、又は分離される。すなわち、自動内視鏡
漏水検査装置１００は、内視鏡１０の自動漏水検査のためにコネクタ部２０に装着される
。このような自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０の内部に形成された内部管路
（図示しない）に所定圧力のエアを供給し、これを通じて内視鏡１０の内部の圧力変化を
モニタリングして内視鏡漏水を検査及び判別する。
【００３６】
　従って、本発明の内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０に装着、分離可能で、小型
で提供されるため、携帯及び検査が容易で、乾式漏出試験方式で漏水検査を処理すること
により、迅速で且つ正確に内視鏡１０の漏水検査を処理することができる。
【００３７】
　具体的には、自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０と連結される連結アダプダ
１６０と、連結アダプダ１６０に結合される連結チューブ１５０と、連結チューブ１５０
と結合されて内視鏡１０の内部管路で漏水の発生有無を検査するテスタ１００ａと、を含
む。
【００３８】
　連結アダプダ１６０は、内視鏡１０のコネクタ部２０に挿入固定、又は分離可能であり
、コネクタ部２０と防水されるように密閉結合される。
【００３９】
　連結チューブ１５０は、連結アダプダ１６０に相互密閉されるように固定結合される。
連結チューブ１５０は、例えば、フレキシブル材質で形成され、一端が連結アダプダ１６
０に装着され、他端がテスタ１００ａに装着される。このような連結チューブ１５０は、
連結アダプダ１６０を通じて内視鏡１０とテスタ１００ａを連結する。
【００４０】
　また、テスタ１００ａは、携帯及び保管が容易な大きさのハウジング１０１と、ハウジ
ング１０１の一面に提供される表示部１０４と、電源スイッチ１０６と、複数のモード選
択ボタン１０５と、を含む。この実施例において、モード選択ボタン１０５は、自動モー
ド又は手動モードを選択するように２つが提供される。もちろんモード選択ボタン１０５
は、テスタ１００ａの動作モードによって多様に変更可能である。例えば、モード選択ボ
タン１０５を一つ具備し、これをオン、オフさせることによって自動モード又は手動モー
ドに選択することができる。
【００４１】
　また、テスタ１００ａのハウジング１０１の一側には、直流電源を供給するための電源
プラグが挿入される電源ジャック（又はソケット）１０９と、連結チューブ１５０を連結
する連結ポート１０７と、が具備される。連結ポート１０７は、連結チューブ１５０が挿
入固定、又は分離可能に提供される。
【００４２】
　以下、本発明の自動内視鏡漏水検査装置の構成を、具体的に、図２～図９を参照して詳
細に説明する。
【００４３】
　すなわち、図２は、図１に示された自動内視鏡漏水検査装置の構成を示したブロック図
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であり、図３は、図２に示されたメモリに設定保存された内視鏡情報の構成を示した図で
あり、そして、図４～図９は、図１に示された表示部に内視鏡の種類によって設定過程と
検査結果を示す図である。
【００４４】
　図２に参照されるように、自動内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０に具備される
ＲＦＩＤタグ３０から内視鏡１０に対する固有識別情報を判読するためのＲＦＩＤモジュ
ール１９２を具備する。ＲＦＩＤモジュール１９２は、内視鏡１０がテスタ１００ａに連
結されれば、自動モードで内視鏡１０のＲＦＩＤタグ３０から固有識別情報を判読する。
【００４５】
　また、自動内視鏡漏水検査装置１００は、諸般動作を制御するコントローラ１０２と、
直流電源を供給する電源供給部１１０と、テスタ１００ａの内視鏡１０の漏水検査、動作
状態及び検査結果等による多様な情報を示す表示部１０４と、内視鏡１０の内部管路に設
定された加圧圧力でエアを所定時間の間に供給し、圧力変化を感知する検査モジュール１
９４と、外部電子装置（例えば、コンピューター装置；不図示）と連結され、コントロー
ラ１０２の内部に提供されるメモリ１０３に保存される制御プログラム等を記録又はアッ
プデートするためのインターフェース部１９０と、テスタ１００ａの動作状態、検査結果
等によって多様なオーディオ信号を出力するアラーム部１０８と、を含む。
【００４６】
　また、自動内視鏡漏水検査装置１００は、電源スイッチ１０６と、複数のモード選択ボ
タン１０５と、を含む。また、自動内視鏡漏水検査装置１００は、所定圧力の大きさを可
変調節する圧力調節部１８０を更に具備する。圧力調節部１８０は、例えば、多数のアッ
プダウンボタンで構成され、テスタ１００ａの加圧及び測定圧力のレベルを上下に調節す
る。この実施例における自動内視鏡漏水検査装置１００は、検査モジュール１９４を通じ
て内視鏡１０の内部管路に加圧したり、検査モジュール１９４の圧力センサ１４０によっ
て測定する圧力値を最大約２００～３００ｍｍＨｇ程度の圧力範囲で調節可能なように設
定されているが、様々な種類の内視鏡１０に適合するように、加圧及び測定圧力値の範囲
を、圧力調節部１８０を利用して調節することができる。例えば、気管支施術用内視鏡の
場合には、テスタ１００ａの圧力値を最大約２５０ｍｍＨｇ程度に調節可能である。
【００４７】
　コントローラ１０２は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ等で構成される。
コントローラ１０２は、内部に記入、読出可能なメモリ１０３を具備し、メモリ１０３に
内視鏡の様々な種類による内視鏡情報（図３）１０３ａをＲＦＩＤタグ３０から判読され
る固有識別情報別で設定保存して、テスタ１００ａの諸般動作を処理する制御プログラム
を保存する。
【００４８】
　この実施例における内視鏡情報１０３ａは、図３に示すように、様々な内視鏡の種類、
製造会社、シリアル番号、加圧圧力、加圧時間、安定化時間、容積値及び基準圧力レベル
等を含む。
【００４９】
　内視鏡の種類として、胃内視鏡、大腸内視鏡、気管支内視鏡、ＥＲＣＰ内視鏡及び超音
波内視鏡等が設定される。シリアル番号は、内視鏡１０に具備されるＲＦＩＤタグ３０に
含まれた固有識別情報で形成される。このシリアル番号は、様々な内視鏡ごとに互いに異
なるように具備される。
【００５０】
　加圧圧力としては、内視鏡１０の互いに異なる大きさを有する内部管路に対応して、内
部管路に供給されるエアの最大圧力値が設定される。加圧時間としては、加圧圧力を利用
して漏水検査を判別するための漏水検査時間を設定する。安定化時間としては、加圧圧力
でエアを供給した後、加圧圧力に到達される時間を設定する。そして、基準圧力としては
、漏水検査の時、測定された圧力値が許容範囲内の誤差であるかを判別するために、許容
範囲の誤差値が設定、保存される。
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【００５１】
　また、コントローラ１０２の制御プログラムには、テスタ１００ａの内視鏡漏水検査モ
ードによる処理アルゴリズムが保存される。例えば、内視鏡漏水検査モードには、自動モ
ードと手動モードが具備されて、モード選択ボタン１０５によって一つの内視鏡漏水検査
モードが選択されれば、コントローラ１０２は、これに応答してＲＦＩＤタグ３０から固
有識別情報を判読して自動で漏水検査を処理する自動モードと、手動で内視鏡１０の固有
識別情報を入力し、入力された固有識別情報に対応して装着された内視鏡１０の種類を判
読し、これを通じて内視鏡情報を選択して自動で漏水検査を処理する手動モードと、の中
の何れか一つで内視鏡１０の漏水状態を検査する。このような検査方法は、上述した韓国
登録特許第１０－１０５２８９３号公報（公告日２０１１年０７月２９日）の内視鏡漏水
検査装置に詳細に記載されているので、ここではそれに対する説明を省略する。例えば、
手動モードは、少量の内視鏡を具備する場合、また、作業者が内視鏡のシリアル番号を知
っている場合等に適用するのが好適である。
【００５２】
　電源供給部１１０は、交流電源を受けて直流電源を供給する直流電源部１１２と、テス
タ１００ａ内部に具備されて、直流電源部１１２が連結されない場合に直流電源を供給す
るバッテリー１１４と、直流電源部１１２とバッテリー１１４から供給される直流電源を
受けて定電圧で供給する定電圧回路１１６と、バッテリー１１４の電源の残量レベルを検
出するバッテリーレベル検出回路１１８と、を含む。直流電源部１１２は、例えば、電源
プラグを有する電源アダプダとして提供され、この電源プラグをテスタ１００ａのハウジ
ング１０１の一側に具備される電源ジャック１０９に挿入される形態を有するか、テスタ
１００ａの内部に具備されて交流電源を受けて直流電源で供給する電源供給回路形態で提
供され得る。バッテリーレベル検出回路１１８は、バッテリー１１４の電源の残量がロー
レベルに検出されれば、検出結果をコントローラ１０２に提供する。
【００５３】
　検査モジュール１９４は内視鏡１０の内部管路に所定圧力のエアを供給するエア供給部
１２０と、内視鏡１０の内部管路で圧力変化を測定する圧力センサ１４０と、連結チュー
ブ１５０とポンプ１２６との間に具備されて、安定的な加圧を保持させるリリーフバルブ
１７０と、を含む。
【００５４】
　エア供給部１２０は、内視鏡１０の内部管路に所定圧力のエアを供給するために、モー
タ駆動回路１２２、モータ１２４及びポンプ１２６を含む。モータ１２４及びポンプ１２
６は、一体型に提供され得る。モータ駆動回路１２２は、コントローラ１０２に制御され
てモータ１２４を駆動する。モータ１２４は、所定圧力（例えば、約３００ｍｍＨｇ）に
対応してポンプ１２６を動作させる。ポンプ１２６は、連結チューブ１５０と連結アダプ
ダ１６０を通じて内視鏡１０の内部管路に所定圧力のエアを供給する。
【００５５】
　また、エア供給部１２０は、内視鏡１０の内部管路から加圧されたエアを排出するため
に、バルブ駆動回路１３０及びソレノイドバルブ１３２を含む。バルブ駆動回路１３０は
、コントローラ１０２の制御を受けてソレノイドバルブ１３２を開閉させる。ソレノイド
バルブ１３２は、連結チューブ１５０に連結される。バルブ駆動回路１３０は、テスタ１
００ａで漏水検査が完了されると、ソレノイドバルブ１３２を開放させて内視鏡１０の内
部管路に供給されたエアを排出する。また、バルブ駆動回路１３０は、所定圧力のエアが
内部管路に供給された後、自動モードで繰り返し検査のために漏水検査時間の間に周期的
にソレノイドバルブ１３２を開放させることもできる。
【００５６】
　圧力センサ１４０は、内視鏡１０の内部管路からリアルタイム又は周期的に圧力を測定
する。もちろん、圧力センサ１４０は、内視鏡１０の内部管路に加圧されたエアの流量の
変化を測定することができるセンサ、例えば、流量（ｆｌｏｗ）センサ等で代替可能であ
る。従って、圧力センサ１４０は、コントローラ１０２の制御信号を受けて内部管路の圧
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力を測定し、測定結果を電気信号に変換してコントローラ１０２に出力する。
【００５７】
　アラーム部１０８は、漏水検査が完了されることによって内視鏡１０の正常状態又は漏
水発生状態をオーディオ信号で出力する。例えば、アラーム部１０８は、検査結果、内視
鏡１０が正常状態に判別されれば、警告音を１回出力し、内視鏡１０が漏水発生状態であ
れば、警告音を３回出力する。また、アラーム部１０８は、バッテリー残量状態がローレ
ベルの場合にも他の形態の警告音を出力する。
【００５８】
　リリーフバルブ１７０は、内視鏡１０にエラーが発生されてポンプ１２６から加圧され
る圧力値が最大許容圧力値以上のエアが内視鏡１０の内部管路に供給されると、自動的に
開放されてエアを排出することにより、テスタ１００ａ及び内視鏡１０を保護する。
【００５９】
　また、表示部１０４は、液晶表示（ＬＣＤ）装置で構成され、多様な情報を表示する。
また、表示部１０４は、多数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を更に具備することができる。
【００６０】
　このような表示部１０４は、内視鏡１０がテスタ１００ａに装着されると、図４及び図
５に示すように、初期画面１０４ａから内視鏡１０の種類２０２を判別するための自動モ
ード２０４又は手動モード２０６を選択し、ＲＦＩＤタグ３０から自動モードで一つの内
視鏡（例えば、胃内視鏡）が判別されると、内視鏡の作動状態を表示する内視鏡認識画面
１０４ｂで該当の内視鏡に対する漏水検査のための設定された内視鏡情報、例えば、加圧
及び安定化時間２１０、加圧圧力量２１２、測定圧力量２１４及び残余測定時間等を表示
する。
【００６１】
　また、表示部１０４は、図６に示すように、各内視鏡に対する内視鏡情報を設定するた
めの設定画面１０４ｃにおいて、内視鏡の製造会社２２０、シリアル番号２２２を入力す
ることができる。また、表示部１０４は、漏水検査結果を示す漏水検査結果の表示画面１
０４ｄ～１０４ｆを表示する。この時、漏水検査結果の表示画面１０４ｄ～１０４ｆには
、内視鏡の種類２３０、２４０、２５０と、漏水検査結果値２３２、２４２、２５２、す
なわち検査結果の圧力値及び、検査結果が設定された内視鏡情報の基準圧力値によって良
好な状態２３４であるか、不良状態２５４であるか又はチェック（ｃｈｅｃｋ）が必要な
状態２４４であるか等が表示される。
【００６２】
　また、表示部１０４は、複数の発光ダイオード（示されていない）を利用して電源供給
状態、エラー発生状態、検査進行中の状態、及びバッテリーローレベル状態等を表示する
こともできる。
【００６３】
　上述したように、本発明の内視鏡漏水検査装置１００は、内視鏡１０が装着されれば、
ＲＦＩＤモジュール１９２を利用して内視鏡１０に具備されるＲＦＩＤタグ３０から内視
鏡１０に対する固有識別情報を判読し、これを通じて内視鏡１０の種類を判別して、該内
視鏡１０の内部管路に適正な圧力のエアを加圧して、漏水発生有無を容易に検査する。従
って、内視鏡漏水検査装置１００は、自動モードを利用して漏水検査を行って内視鏡１０
の漏水発生有無を把握し、漏水発生の時、内視鏡漏水検査装置１００が装着された内視鏡
１０を水が収容された処理タンク（図示しない）に入れ、手動モードを利用して内視鏡１
０の内部管路でエアを加圧することにより、内視鏡１０の漏水部分を確認することができ
る。
【００６４】
　続いて、図１０は、本発明による自動内視鏡漏水検査装置の検査手順を示したフローの
図であり、図１１は、図１０に示された自動漏水検査手順を示したフローの図である。
【００６５】
　図１０によれば、ステップＳ３００で自動内視鏡漏水検査装置１００に様々な種類によ
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る複数の内視鏡１０それぞれに対する内視鏡情報１０３ａを設定保存する。この実施例で
内視鏡情報１０３ａは図３に示すように、内視鏡の種類、製造会社、シリアル番号、加圧
圧力、加圧時間、安定化時間、容積値及び基準圧力等を含む。
【００６６】
　ステップＳ３０２で、テスタ１００ａに内視鏡１０が装着されると、ステップＳ３０４
で装着された内視鏡１０を自動モード又は手動モードで漏水検査の進行有無の検査モード
を選択する。
【００６７】
　検査モードが自動モードに選択されると、この手順はステップＳ３０６に進行して、Ｒ
ＦＩＤモジュール１９２を利用して装着された内視鏡１０のＲＦＩＤタグ３０を判読し、
ステップＳ３０８でＲＦＩＤタグ３０から判読された固有識別情報に対応する内視鏡情報
を自動的に選択する。
【００６８】
　しかし、検査モードが手動モードに選択されると、この手順はステップＳ３１６で進行
して、漏水検査する内視鏡の種類を選択する。この時、内視鏡の種類を選択すれば、選択
された内視鏡による内視鏡情報が自動的に選択される。これは内視鏡の種類や数が少量に
具備された場合に、作業者が装着された内視鏡の種類やシリアル番号を知っている状況に
適する。
【００６９】
　自動又は手動で内視鏡情報が選択されると、ステップＳ３１０～ステップＳ３１４で自
動漏水検査を実施し、検査が完了されると、検査結果を表示する。このステップＳ１：Ｓ
３１０～Ｓ３１４は、図１１に示すように、自動漏水検査を処理する。
【００７０】
　すなわち、図１１によれば、ステップＳ３２０でコントローラ１０２に設定された加圧
圧力まで内視鏡１０の内部管路にエアを加圧する。ステップＳ３２２で管路内部が所定時
間の間設定された圧力に到達及び保持するように安定化する。ステップＳ３２４で安定化
されると、圧力センサ１４０を通じて単位時間の間隔で内視鏡１０の内部管路の圧力を測
定する。
【００７１】
　ステップＳ３２６で単位時間の間隔で測定された圧力の平均圧力値を算出し、ステップ
Ｓ２８０で平均圧力値に対する偏差を算出する。
【００７２】
　ステップＳ３３０で算出された偏差が許容誤差範囲内の値であるかを判別する。これは
コントローラ１０２に設定、保存された偏差と比べて判別する。判別の結果、算出された
偏差が許容誤差範囲内の値であれば、この手順はステップＳ３３２に進行して表示部１０
４及びアラーム部１０８を通じて正常状態やチェック状態を表示するか知らせ、算出され
た偏差が許容誤差範囲内の値ではなければ、ステップＳ３３４に進行し、表示部１０４及
びアラーム部１０８を通じて内視鏡１０に漏水発生状態を表示及び知らせる。
【００７３】
　このような自動モードによる内視鏡漏水検査方法は、加圧、安定化、検査及び判別時間
が約３０～４０秒必要となるので、迅速に内視鏡１０の漏水状態を検査することができる
。
【００７４】
　従って、本発明の自動モードでは内視鏡１０の漏水発生有無のみを検査するので、施術
前後にいつでも内視鏡１０を自動内視鏡漏水検査装置１００に装着することにより、迅速
で、且つ容易に漏水発生状態を把握することができる。
【００７５】
　以上で、本発明による自動内視鏡漏水検査装置の構成及び作用を詳細な説明と図面を通
じて示したが、これは実施例を挙げて説明したに過ぎず、本発明の技術的思想を逸脱しな
い範囲内で多様な変化及び変更が可能である。
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【符号の説明】
【００７６】
　１０　　　内視鏡
　１００　　自動内視鏡漏水検査装置
　１０２　　コントローラ
　１０３　　メモリ
　１０３ａ　内視鏡情報
　１０４　　表示部
　１２０　　エア供給部
　１４０　　圧力センサ
　１７０　　リリーフバルブ
　１９２　　ＲＦＩＤモジュール
　１９４　　検査モジュール
　２０２　　種類
　２０４　　自動モード
　２０６　　手動モード
　２１０　　安定化時間
　２１２　　加圧圧力量
　２１４　　測定圧力量
　３０　　　ＲＦＩＤタグ
　Ｓ１、Ｓ３００、Ｓ３０４、Ｓ３０８　　ステップ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】
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